
可
観
小

説
容
四
十
五

か
桜
の
大
切
至
叫閣
の
般
を
取
次
事
に
て
無
之
候
。
総
同

一
家
の
衆
中

も
近
頃
大
切
の
慌
を
、
家
来
共
を
以
て
御
申
閲
候
事
と
存
候
。
最
早

罷
出
直
に
承
届
候
て
無
詮
事
陀
候
係
、
可
有
御
郎
候
。
自
此
可
及
御

指
図
由
民
て
、
益
敷
退
出
有
之
候
叶
共
刻
幸
ひ
御
世
弟
秋
元
但
馬
守

殴
被
在
合
候
て、
如
何
の
儀
と
挨
拶
有
之
倹
庭
、
第
一
若
輩
の
衆
陀
て

か
様
の
儀
、
用
人
共
へ
被
相
雄
候
。
第
こ
に
は
用
人
不
案
内
者
陀
て

致
取
次
候
。

か
桜
の
俄
は
御
芭
々
可
被
仰
越
俄
と
一

言
申
候
へ
ば、

我
等
直
段
陀
承
候
m
刊
ば
畿
箆
陀
も
述
よ
問
、御
成
也
も
被
遊
能

t
候
。

各
御
存
知
の
如

t
銀
祉
の
誓
阿
迄
も
仕
也
候
身
共
陀
候
。
我
等
家
来

承
候
と
有
之
候
て
は
、
最
早
可
申
談
桜
川
県
之
候
。
御
手
前
な
ど
別
て

ケ
桜
の
儀
、
被
心
附
候
桜
に
と
御
申
入
、
用
人
は
独
居
被
巾
付
候
。

扱
山
披
守
山
眠
被
巾
候
は
、
織
同
家
御
取
立
の
思
召
陀
て
、
故
山
披
守

へ
和
州
字
多
を
被
下
候
。
領
分
も
宜
敷
所
柄
、
共
身
侍
従
K
被
任
、

問
主
の
並
陀
御
合
間
悼
有
之
、尾
被
殿
縁
者
K
迄
も
被
仰
付、
段
A

思
召

も
有
之
候
庭
、
最
早
不
及
是
非
首
尾
と
て
、
深
〈
御
残
念
が
り
に
候

旨
。
か
桜
の
事
共
も
有
之
に
付
、近
年
老
中
へ
新
大
名
衆
、
願
事
有
之

候
へ
ば
、
御
先
手
物
頭
衆
刷間
取
取
次
被
申
候。
4

ん
老
功
の
恕
と
は
相

見
え
候
得
共
、
老
中
方
陀
は
成
税
能
4
候
て
、是
も
一
得
一
都
有
之
官
申

と
申
依
は
申
体
候
。
香
気
は
軽
〈
無
v
M
N
、
疎
木
の
方
陀
候
。
定
て
興

物
陀

τ可
有
之
と
存
候
旨
申
越
返
上
仕
候
。其
後
腰
痛
直
り
、御
踏
穿

伊
抽
出
守
殿
へ
龍
出
候
成
、
直
々
も
狛
吏
被
帯
候
。
幣
に
御
申
聞
候
は
、

防
鵡
班
笠
陀
は
不
宥
候
哉
と
中
事
故
、
至
て
名
物
陀
て
候
へ
ば
、
笠

府
中
脊
候
と
て
も
、可
申
上
様
は
無
御
座
候
と
申
龍
在
候
。
其
後
何
の
御

沙
汰
も
然
之
、
共
木
は
御
物
に
成
、
御
納
戸
に
納
候
旨
に
候
。
珍
致
事

故
御
巾
附
候
由
御
酬
に
候
。抜
方
近
大
夫
山
眠
時
分
、
帆
世
間
体
左
術
門
と

申
人
功
者
に
候
。
此
人
山
日
常
休
と
申
老
人
よ
り
僻
来
仕
候
よ
し
。

穏
休
は
足
利
家
の
時
代
に
、
脊
南
替
の
都
家
裁
に
仕
候
事
、
常
時
本

向
粥
・
後
藤
等
、
家
業
相
僻
候
桜
仕
来
候
者
の
子
孫
に
候
よ
し
。
体
左

衛
門
は
甲
府
の
御
家
臣
に
候
路
、
文
昭
院
様
御
総
統
の
後
桐
の
間
詰

K
成
り
、
共
後
御
酌
官
院
者
陀
移
候
て
、帯
刀
敗
相
訪
に
被
罷
成
候
て、

呑
之
一
巻
狛
更
相
伴
も
有
之
よ
し
。

右
一
紙
五
月
七
日
間円
木
新
兵
衛
を
以
て
儲
君
へ
上
之
。

一
、
究
保
壬
戒
の
日
蝕

立
保
二
年
壬
成
五
月
丙
午
初
巴
米
日
食
一
r
h
H自
v
反
豆
E

巳
後
刻
↓
余
在
a

京
都
赴
日
陰
雲
終
日
不
v
見
毎日
惚
↓自
v
民
主
v
巴
和
聞
く
し
て
、

被
可
ν

制
邑八
分
食
-
也
巴
然
在
a
本
務
-
則
食
悲
し

t
、
無
a
陰
雲
-
而
数
墨
田
「
光
.

可
観

d
麗
容
四
十
五

八

四

と
網
開
え
巾
候
。

至
て
街

h
k

陀
被
叩
肌
候
事
も
、
m
時
党
我
山剖
陀
不
預
都

故
洩
や
す

t
、
皆
承
知
仕
候
事
毎
-R

有
之
候
。
只
能
〈
其
人
口
川
を
被

摂
候

τ、
可
然
郡
と
申
依
に
候
由
。

-
、
名
香
鳩
偽
班
の
事

前
回
帯
万
殿
諾
陀、

八
年
前
若
御
年
寄
本
多
伊
抽
出
守
殿
よ
り
、
御
宅

へ
可
罷
出
旨
巾
来
候
。
姻
疾
の
膝
姉
指
出
離
罷
出
候
。
共
段
及
仰
断

候
礎
、
出
雲
守
股
間
祖
師
何
某
あ
な
た
へ
も
心
安
罷
越
候
放
、
其
弱
者

を
伎
と
し
て
巾
来
依
は
、
此
間
阿
部
四
郎
五
郎
家
陀
、
加
泌
肥
後
守

出削正
家
に
秘
磁
の
名
脊
隙
鵡
班
体
来
仕
位
候
。
共
仔
細
は
山
川
正
子
息

肥
後
守
亡
閣
の
時
、
四
郎
五
郎
先
組
泣
き
親
類
陀
付
、
家
財
悉
〈
牧

世
候
。
第
一
日
明
郎
へ
翁
持
候
無
限
題
目
の
大
旗
喝
、
今
以
て
布
之
に

付
、
今
度
上
覧
可
被
部
一
官
民
候
て
指
上
候
。
右
大
放
と
一
所
花
、
節
紛

班
立
山
町
一
外
陀
名
脊
十
二
組
指
添
上
之
候
。
崎
倫
班
の
事
見
料
品
申
者
宥

之
候
哉
仰
群
に
候
得
共
、
雄
々
も
不
行
候
。
帯
刀
は
香
の
一
巻
功
者

の
依
陀
付
、
見
覚
申
か
と
の
事
に
候
。
則
右
磁
師
致
持
傘
候
。
帯
刀

殿
先
組
右
近
大
失
敗
数
容
に
付
、
名
脊
の
俄
い
ろ
/
¥
巾
仰
共
有
之

候
。
共
内
陀
船
協
班
の
事
も
有
之
候
。
然
共
絡
に
見
申
都
知
之
候
路
、

只
今
一初
て
見
申
候
。
木
の
恐
防
鵡
烏
の
羽
毛
の
色
陀
似
て
、
班
に
候

是
日
朝
参
の
人
互
に
商
色
不
v
見
ほ
ど
の
事
と
云
。
行
路
の
人
恐
怖
し

て
姑
〈
は
往
来
の
人
絶
た
り
と
也
。
部
品
地
気
使
a
之
然
一
者
欺
・
余
往
年

在
s
本
蒋
-
而
見
=
皆
既

A
A
然
不
v

歪
ι
甚
間
町
立
〈
.
可
v
怪“

大
地
氏
梨
容
以
錦
且
皆
既
食
↓
脳
血
菰
訣
錦
a

八
分
寸
久
悶
氏
来
瞥
に
共

禁
問
常
時
の
酋
の
下
刻
ば
か
り
也
。
巳
時
披
中
七
十
二
段
の
坂
を

上
る
。
時
失
v
明
。
僕
務
怖
柑
伊
倒
二
度
陀
及
ぶ
。
大
久
保
氏
来
穫
に

は
庭
内

ma股火
一
勝
尾
氏
車
不
能
単
一
附
常
時
の
未
明
の
ほ
ど
陀
て
数

回
位
あ
ら
は
る
と
。

一
、
詩
文
後
集
抄
十
五
件

一
、
合
。
評
。
か
つ
て
と
去
を
、
世
俗
の
語
の
か
つ
て
に
心
得
て
、

ふ
つ
ふ
つ
と
云
と
と
と
思
ふ
は
、
俗
意
甚
き
と
と
也
。令
は
む
か
し
と

訓
宇
。
モ
れ
に
よ
っ
て
つ
ひ
陀
と
課
す
。
唱
の
字
と
は
少
し
意
味
巡

ふ
た
り
。
朱
=
合
有
↓
合
無
=
此
事
↓
#
の
字
は
元
来
な
む
る
と
よ
み
、
と

h
A

る
む
る
と
よ
む
。
な
む
る
と
は
五
回
口
を
経
た
る
と
と
な
り
。
そ
れ

よ
り
榔
じ
て
心
を
経
た
る
と
と
、
自
主
経
た
る
と
と、

乎
を
経
た
る

と
と
、
身
を
経
た
る
と
と
、
耳
を
経
た
る
と
と
陀
皆
使
ふ
な
り
。

時廿

骨
伊
之
。
術
時甘
栴伊
之
。

一
、
背
。
う
け
が
ふ
と
釧
歩
。
偲
今
俗
掃
に
用
る
う
け
が
ふ
と
一宮御

八
三
五




